
よ し み日本共産党県議会議員

見える
身近な
みんなの県政を

再刊第5号 2008年6月20日

日本共産党みわ由美事務所

Tel 047-349-1544 Fax 047-349-2293

〒270-2252 松戸市千駄堀1810-2

h t t p : / / w w w . j c p - c h i b a k e n g i k a i . j p /
（日本共産党千葉県議団）

再刊第5号-1- みわ由美ホット通信 2008年6月20日 再刊第5号-4- みわ由美ホット通信 2008年6月20日

新鮮ワクワク・・みわ由美の熱い思

いと活動がわかります。

携帯からでも、パソコンからでもアクセスでき
ます。

携帯HPアドレスh t t p : / / w w w . j u s t . s t / 3 0 6 4 1 0 /

こんにちは
みわ由美です
日本共産党 千葉県議会議員

みわ由美のページです。

「
み
わ
由
美
ニ
ュ
ー
ス
」

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

☆下記アドレスに携帯から空メールを送ってください☆

3 0 6 4 1 0 @ 3 0 6 4 1 0 . r . j u s t . s t
空メールを送られたすべての方に定期的に、ホットな

「みわ由美ニュース」が送られます。（空メールとは、

題名と本文は何も書かず、上記のアドレスだけ入力して

送信することです）

周りの家族・友人・知人に「みわ由美携帯みるとも

（友）」を広めてください。（受信は無料です）

お問い合わせは、みわ由美事務所047-349-1544またはみわ県議携帯090-4934-8118へ

スタートしたばかりです。率直なアドバイスをお願いします。

も開設を準備中パソコンの
ホームページ

開設した携帯ホームページ

のトップの画面の一部です

5月1日＝第79回メーデー＝

左から高橋たえこ市議、高木健市議、うつの史

行市議、中村たか子市議、伊藤よいち

ろう市議。五人の日本共産党松戸市議

団と力合わせてがんばります。

5月26日＝今朝の松戸駅東口＝

「『ジッチャん、お誕生日おめでとう』

と孫が、祝いの旗をたてて食事

を、運んでくれました。嬉しい

ような哀しいような…。私は3月

31日で75歳、後期高齢者になり

ました伊藤です」。孫娘の得意

げな顔、戸惑うジッチャんの表

情が目に浮かびます。

だからこそ『廃止しかない！』

と怒りこめマイクで訴える伊藤

さんの福島訛りが、いっそう心

にしみます。高橋たえ子市議ら

と一緒に、いつも人々に我が思

い語る素晴らしい伊藤さんです！

6月9日＝東葛地域では松戸だけ

が、廃止＝

75歳以上のは

り・きゅう・マッ

サージ（利用補

助）券を返して！

今日は、年12

回程度、ご夫婦

で、利用されて

いた方から、生

の訴えを、党市議団と共にお聞

きしました。その方は、「老人

会や町内会でも、なくなったこ

とで怒りの声が出ている。共産

党に是非頑張ってもらいたい。

鍼は頭痛に効果的で、医療費の

抑制にもつながるはず」と。

早速、その声うけ、党として

市担当課と交渉しました。6日

には既に市長あての要望書を、

提出しています。この中で市は、

「東葛地域でないのは松戸だけ。

どうするか検討中」と答えました。

携
帯
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ん
な
ペ
ー
ジ
で
す

6月5日＝ギターの弦がきれ

てしまった＝

私は歌が大好きです。

野に咲く花のように・

千の風になって・時代・

涙そうそう・あなた・

アメイジンググレイス・

翼を下さい・タンポポ・

津軽海峡冬景色。

下手な弾き語り。時々歌ってます。

でも一本弦がないとやはりダメです。

楽器店に立ち寄る時間がなぁい…

もう三週間近くたってしまいました。

携
帯
電
話
の
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
機
能
で

こ
の
画
像
を
撮
影
し
て
、
本
文
と
タ
イ
ト
ル
を

空
欄
に
し
て
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
ど
ん
、
ア

ク
セ
ス
し
て
ね
！



県
内
の
県
立
高
校
で
こ

の
春
、
入
学
金
等
の
未
納

を
理
由
に
、
二
人
の
生
徒

を
別
室
で
待
機
さ
せ
入
学

式
に
出
席
さ
せ
な
か
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
が
、
テ
レ
ビ
で

も
放
映
さ
れ
、
全
国
に
衝

撃
を
与
え
ま
し
た
。

党
県
議
団
は
、
「
あ
ま

り
に
も
教
育

的
配
慮
を
欠

い
た
や
り
方

は
許
さ
れ
な

い
」
と
教
育
長
に
厳
重
に

緊
急
抗
議
。
二
度
と
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
申
し
入

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
県

教
委
は
、
「
つ
ら
い
思
い

を
さ
せ
た
が
、
仕
方
が
な

か
っ
た
」
と
あ
く
ま
で
対

応
を
是
認
、
反
省
の
な
い

態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。

ま
た
県
は
、
「
授
業
料
七
ヶ

月
滞
納
で
出
席
停
止
・
九
ヶ

月
で
退
学
と
す
る
」
と
の

要
綱
を
す
で
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

千
葉
県
の
入
学
金
は
、

５
，
６
５
０
円
（
福
岡
な
ど

５
県
は
５
，
１
５
０
円
）
、

そ
の
他
多
額
の
費
用
が
必
要

で
す
。
党
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
「
教
科
書
や
教
材
費
や

な
ど
も
合
計
す
る
と
約
10

万
円
、
制
服
・
定
期
代
含

め
れ
ば
15
万
を
超
え
る
入

学
準
備
金
で
、
苦
し
い
」

と
の
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

と
こ
ろ

が
県
は｢

私

費
だ
か
ら｣

と
冷
た
い

対
応
。
東
京
・
神
奈
川
・
埼

玉
・
愛
知
等
に
あ
る
入
学
金

減
免
制
度
も
な
く
、
支
払
い

方
法
は
「
入
学
式
一
日
」
き

り
。
改
善
を
求
め
る
声
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
千
葉
県
の
授

業
料
は
二
年
お
き
に
連
続

値
上
げ
。
一
方
、
減
免
生

徒
率
（
全
日
制
）
は
、
全

体
の
７
・
４
％
で
、
全
国

平
均
を
2
ポ
イ
ン
ト
も
下

回
る
全
国
30
番
目
の
低
さ
。

大
阪
の
３
分
の
１
、
東
京

の
２
分
の
１
で
す
。
も
っ

と
多
く
の
家
庭
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
、
制
度
の
拡

大
や
丁
寧
な
周
知
が
必
要

で
す
。

｢

友
人
が
、
学
費
を
払
え

ず
、
入
学
し
た
高
校
を
退

学
。
ト
ビ
職
で
稼
ぎ
再
入

学
し
た
が
、
ま
た
バ
イ
ト

づ
け
…｣

な
ど
、
悲
痛
な
高

校
生
の
声
も
…
。

な
ぜ
教
育
は
無
償
か
？

「
教
育
で
学
生
が
得
た
教

養
・
知
識
・
技
術
は
、
社

会
発
展
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
社
会
全
体
を

豊
か
に
し
て
く
れ
る
。
そ

の
教
育
費
を
社
会
全
体
で

負
担
す
る
の
は
当
た
り
前
」

…
こ
れ
が
、
世
界
の
常
識

で
す
。
「
受
益
者
負
担
」

論
を
口
実
に
、
家
計
負
担

ば
か
り
を
押
し
付
け
て
き

た
日
本
の
教
育
行
政
は
、

異
常
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま

せ
ん
。

県
も
、
世
界
の
流
れ
に

一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う

全
力
を
尽
く
す
べ
き
で
す
。
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◇逆行する千葉の教育を問う◇

学
ぶ
権
利

奪
い
か
ね
な
い

「納
め
な
い
か
ら
入
学
式
は
ダ
メ
」

「
九
ヶ
月
滞
納
で
退
学
」
要
綱
も
！

「
15
万
円
超
え
る
入
学
準
備
金
は

苦
し
い
…
」─
党
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
声

｢世界一高い学費｣打開のために
日本共産党 提言を発表！

４月16日、授業料減免の大幅拡大や、国の奨学金

制度をすべて無利子にし、新たな｢給付奨学金制度｣

をつくること、日本政府が留保している｢学費の段階的無償化｣

を定めた国際人権規約条項を承認することなどを求め、提言

（世界の加盟国157ケ国中、留保はマダガスカル・ルワンダ・日

本の３ケ国だけ）を発表しました。

左の表のとおり、ＯＥＣＤ加盟国３０カ国中、高校の授業を

徴収している国は、日本を含め４カ国だけ。大学でも、返還不

要の給付制奨学金制度がないのは、日本など４カ国だけです。

「
退
学
し
学
費
を
稼
ぎ
、
今
も
バ
イ
ト

づ
け
の
友
…｣

授
業
料
減
免
広
げ
て
！

―
「
学
び
」
は
、

社
会
全
体
を
豊
か
に
す
る
か
ら
！


